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（図表１７－４） 
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5. へき地医療計画 

 県では平成 20 年度から平成 24 年度にかけての第 5 次へき地保健医療計画を策定し、へ

き地医療拠点病院群によるへき地への巡回診療やへき地診療所への医療従事者の派遣、患

者輸送車の整備、へき地診療所の整備・運営に対する助成、へき地医療支援機構によるへ

き地医療支援計画の立案など各種のへき地保健医療対策事業を推進している（無医地区位

置図参照）。 
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6. 都道府県別頼れる病院ランキング 

（週刊ダイヤモンド 2011/10/29 号） 
 公的病院と２００床以上の民間病院へのアンケートと公開データを基に点数化した茨城

県の頼れる病院ランキングは下記の通りである。県立中央病院は 10 位となっているが自治

体が開設している北茨城市立総合病院・笠間市立病院・県西総合病院・筑西市民病院はラ

ンクが低い。厚労省の医療費抑制策により今後、在院日数を減らし病床削減のため診療報

酬の包括払いが進み DPC に参加できない病院はより厳しい経営環境となる。従ってランク

の低い病院は、地域連携の中で自院のポジションを確認し中核となる病院とかかりつけ医

との間をつなぐ仕事をすることでその地域での役割が見えて来るであろう。 
 

 
 
7. 平成 23 年度以降の政策医療 

 厚労省は 23年度以降の計画で人口 20万人を目安とした二次医療圏設定を計画している。

人口が少ない医療圏ほど患者の流失が目立つ傾向があるため、患者の流失入に注意を払っ


